
中学生の健康聞題への意叢と課題の実襲謂査

一大東町立申学校教員への質間紙調査を通して一

小州久貴子 材山より子 久米美代子

要旨：平成 １３年度から、 大東町立中学校におげる申学生の健康閲題への関心と対処の実態調査を行な

っている。 本調査は大東町立中学校教員４４名を対象に質悶紙調査を行ない、 教員郷の生徒の健康閥題

への意識と課題を弱らかにした。 その緒果、 教員の予測 し淀生徒の健康問題の悩みは思春期特有の’般

的な健康間題になっており、健康聞題への対拠は磧腔 の友人と一緒にいることや相談することを挙ばて

いる教員淋多く、 これらは生捷側の質簡調査と一致し危繕果になっていた。 今後の縫康間題に関する教

材。研修を必要と考完る教員ポ約８割と多く、 教員経譲年薮によってもζ一ズが異なった結果が碍られ

淀
自

Ｉ
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箱 言

恩春期 は第二次性徴発 魏と感情 のア ンバラ

ンスな どから悩み な添ら自己確立 していく危

めの模索時期であり、 教育およびサ添一トが重

要である夏；。 本調査は大東町立申学校教員に

おげる生 徒の健康聞題 への意識 や課題を窮ら

かにし、 今後の健康間題対庵にあたり基礎資料

とす る員 的 で行っ た。

亙， 方 法

五， 調査秦橡

大東町並申学校教員許 独 名 （城東申学校至７

名、 大 浜中 学校 ２７名） であ る、 回収 率は １００％

で あ つ 花竈

２． 調 査期 閲

平成 １３年 ９月 申 旬に 実施 した有

３， 調 査方 法

無記名 自己記入式質閤調査紙を用 い研究同

意カ滞 られ危教員に配府 し、 回収は学校ごとに

行 つ た箒

遜
，
倫 理 的 配 慮

、

調査依頼にあ危っては、 大東町敦育長と爾串

学校 長および養護 教諭に研究趣旨を説明 し許

可を得て実施 した。 調査結果の匿名性保持や調

査結 果を本研究以 殊に使用 しないことを質闘

紙 に明 記 した。

５． 調査内 容

調査項冒は、 ⑪教員の背景、 ②生徒の健康閥

題 へ の意識、③対 拠 方法、④ 得た い知 識・清 報、

⑤稿 談 先、 ⑥生 徒 の相 談内 容、 ⑦親 の福 談内 容、

⑧教員の園った内容、 ⑨今後に必要とする健康

致育に関する教材、 研修会内容である （巻末資

料参 職。

６． 分 析方法

ＥＸＣ亙囲００２ を用 い 集誌 を行 った。 調 査項 冒

①～②および⑥～⑧は単一回答者をカ ウント

し、 調査褒目③～⑤は複数回答者をカウントし

花む 調 査項 罵⑥ ～⑨ の記 述 は複 数カ ウン ト し危。

皿
、 繕 果

夏． 対 象の 背 景 （表 五）

対象者の性別は、男性２６名と女性１８名 であ

っ た。 年 齢は、 平菊 ４０．１ 歳で あっ た自 教 職経 験

牢 数 は１牢 ～３９ 年 （平場 １７．８ 年） であ り、 中

堅層以上秘多い構成であった自 既婚者は ３５ 名

（７蝸 ％） であつ 危。

担当教科別では可 保健体育と国語か各７名、

杜会 ・理科 。数 学。 英語 が各 δ名 な どで構 成 さ

れ、 養 護教 諭 は各 １名 で あっ た。 ま た、 現 荏担

任 学 級を 宥 してい る春 は、 ２３ 名 （５２．３ ％） で

あ つ 定。

さらに過去に 「縫康教育」 に関する研修会に

参 痂 し危者 は、 １５ 名 （雛．至 ％） で あ っ 走。



表１ 教員 の背 景

項賓 大 浜中 東 申 袋 計 ％

総計（人） ２７ 至？ 幽 １００

王、 性 馳

男 １６ 正６ ２６ ５９
．
ユ

女 ユ三 ７ 至８ １０．
９

２， 年 齢

２０歳 代 工 雀 ５ ｎ．４

３０歳 代 ５ ９ 独 ３ヱ．８

郷 歳 代 ８ 王ｏ １８ 垂ｏ．９

５０歳 代 ３ 垂 ７ ｝５．９

３、 教職 経験 年数

１～ 雀年 ３ ２ ５ 三１．迅

δ～ ９隼 ７ ユ ８ 王８．２

王０～１４年 １ 夏 ２ ４．５

１５ ～ 妙 牢 笹 垂 ８ 顯．４

２０～２塾年 ６ ユ ７ １５，９

２δ～２…陣 雀 ３ ７ ユ５．９

３０～３垂牟 ２ ３ ５ ｎ．塾

３５ ～３９隼 ０ ヱ ヱ ２３．Ｏ

無 固 答 ０ １ １ ２３．⑪

４． 結 婚 の 宥 無

既 婚 ２０ ユ５ ３５ ７９．５

未 婚 ７ ２ ９ ２α５

５． 子 ども の 有 無

有 ユ６ Ｉ喜 ３０ ６８
．
２

無 ４ ユ ５ ユユ
．
４

無 回 答 ７ ２ ９ ２◎．５

６， 教 科 別

杜 会 ４ 王 ５ 王１雀

保 縫 体 畜 ４ ３ ７ 王５．９

養 護 １ １ ２ ４．
９

圏 謡 ５ ２ ７ ユ５．９

菱 循 玉 至 ２ ４．５

技 衡・家 庭 至 Ｉ ２．３

家 庭 科 玉 至 ２．３

技 術 １ 至 ２ 生５

理 科 ３ ２ ５ ユ王．姿

音 楽 王 ユ ２ 垂．５

数 学 ３ ２ ５ 玉｝．雀

芙 語 ３ ２ ５ １１．垂

７． 撞任学級の有無

有 ユ５ ８ ２３ ５２
．
３

無 亘２ ９ ２王 垂τ７

８． 研究会参加の有 無

有 ８ ７ １５ ３雀
．
玉

無 １９ ユ０ ２９ ６５．９

そのうち担当教科別に労析すると、 養護教諭

および保健体育担当者が６名 と多かった； それ

以休の参加者は、 教科別による違いよりも教職

経験年数が長 い申堅層 以上 の教員に多い頓陶

淡 あっ 危自 参カ鉋者の 虜由 記載 の内 容 か らは、 県

教育委員で健 康教育を担当 し全国臨議会 な ど

多数の研究会に参加し、 県内の研修会を
主催し

て いる 者 も含ま れ てい 定。

２、 教員の生徒の健康聞題に関する意識

「現在、 生捷に健康悶題がある一 と思ってい

る 敦員 は ４１ 名 （９３％）、 晦 い」 と 温っ てい る

教員 は３名 （７ ％） であ った。

３． 生 徒が 困っ 花 り悩 ん でい ると 思 う内容

工） 学狡生活面の悩み

「友人 付 き合 いカミ下 手」 添 ２５ 名 と 多く、 次に

賊 績や進路の不安」７名、 障 校に行きたくな

い」 ４ 名、 そ の 他 ５名 であっ た。 教員の 背 景別

に分析 （以下、 詳繍分析） すると、 担任学級有

りの教員６名が ｒ成績や進路の不安」 を挙ばて

い 危。

２） 体の変化・発達面の悩み

喀 姿に関すること」 が ３０ 名と多く、
「身体

の発 育の 早い 遅 いな どの 煩人 差」７名 であっ た，

３） アイ デ ンティ ティ の 悩み

憾 債の揺 棚 が ３５ 名 と多く、 噌 分がわか

らな いｊ３名、
「子 ども扱 い、大 人扱 い への矛 廟

２名、 噌 分 の性 格 ∬ 名、そ の他 １名 であっ た竈

込） 家族関係の悩み

畷 と の 関係一 カミ３８ 名 と多く、
「両親の け ん

がや 離婚 ・ 再婚」 ３名、 その 他 １名 で あっ た。

５） 恋愛や性行動の悩み

憾 愛 関係」 カミ３３名 と多く、 唯 体験」 ２名、

「キス をす る」 １ 名 であ った。 詳 細 分析で、 女

性教員の８鵬 ％が 臓 愛関係」 を挙ばているの

に対 し勇 性 教員 は ６５ユ％で あっ た臼 そ の分、 男

性教員は 唯 体 駒 な ど幅広い選択をしていた。

４． 教員の 陛 徒の健康間題への対処」 に関す

る意識 〈複数回答〉 （図五）

嘱 佳の友人と一緒にいることや話すこ二とで

安 心 してい る」 ３３ 名カミ最 も 多く、
ｒ講にも 相 談

できず一人で悩んでいる」 １３名、
ゴメールや携

静電話で友人と話 している」 五２名、 叱 っと我

慢 して いるｊ ８ 名、
「家 族 に八つ 当 危り した り、

反抗している」 ８ 名などであっ危。 詳綴分析で

は、 男性教員ほ 離 にも相談できず一人で悩ん

で いるＪ ３８辺％ 「じっ と 我慢 して い る」 と 「家

族 に 八 つ 当 淀 り し危 り、 反 抗 して い る一
淡 各

２３．１％ と 多く、 女性 教員 は
「メ ー 祉 や携 帯電 話



で 友 人と 話 して い るｊ が３３．３％と 多か った包 教 げてい 危冒

員経験年数 １０ 年以下の教員は 「メールや携帯 ６． 致員の 陛 徒の健康簡題などの相談先」 に

電 話 で友人 と 話 して い るｊ 淡 ４２，９％と 多 かっ たむ 関 する 意識 〈複 数 回答〉 （図 ３）

５． 教員の
陛 徒の入手したカミっている情報」に 賄 談しやすい友 刈 ３３名、 噌 労を理解 して

関する意識 〈複数回答〉 （図２） くれる人」２２ 名、 儀 護教 謝 ６ 名 などであっ

吠 闇 関係」 １６ 名、
ｒボーイ フ レン ドや ガー 危。 詳 細 分 析 で も 大 差 は な いカ

ミ
、 勇 性 教員 の

ルフレン ドとの付き合い 劫 １１名、 吠 生や生 １９２％添 「養護教 謝 を挙げていた。 保健体育

き方」 と一ダイエット」 各１０名などであった、 や養護担当者は 礒 護 教諭 μ スクールカウン

男性教員や保健体育担当者の４２１８％は生徒カミ セラ １ 「看護婦・助産婦・保健婦」 の医療系

ｒダイ ヱ ッ ト」 情 報 を入 手 したカ§って いる と挙 を 挙 げて いな かっ た。

図１ 教員の「生徒の健療閥霞への対処」に関する意識

臓 数團答】（忙８９）
人数
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２§

童◎

狛
毛Ｃ

５
０

蟹 濁 き；ε で メ じ 反 だ 蒙 ん 送 と 濠 を 考 …匿 黛 穐
心 心
す 程 ん ず に 友 １ ｏ 競 り 族 で 簿 で 族 直 え す 倹 滋
し ＿ て て て し ＿一 の で ’ も 人 ル と し し…＝ に や も、 安 に し 方 ］ の し
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図２ 教員の「生徒の入手した械っている箔報」に霞する意識
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図３ 教員の「生徒の健康閥覆などの相譲先」に関する意識

【複数回答】（忙７５）
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７． 教貴 のと こ ろに健 康 闇題 を相 談 しにく る 生

徒の有無

ｒ相 談 しにく る生 徒添 い るコ１５名、
Ｆい ない一

２８ 名 で あっ た自 相 談 を 受 げだ 教 員 は、 女 性が

５３．３％ や担任 学 級 有り の者 が 飢０％ で あり、 保

健体 育担 当者 が ２０，０％で あっ た。 教員 経験 年数

に差 はな かっ た。 相 談内 容 は身体 面 （病気 ・容

姿） が ２２ 件で 多く、 精神 面 ９ 件 でな どあ った

（表 ２）。

表２ 雛の麟鰯雛と徽（鐵 麟

身鰯 繍等 辮 醜 鰯 繍面 絵轟像鰯孫

鰹 纏溝 里身長を燃 嚇１ ３ 友入鰯 ヨ 賊 破黙ついて ３

俸 調 ２ ダイエ泌 ２ 鰯 郷安・ストシス ２ 糠 鎧歓ついて 王

繊・襲航 ２ 難の煽 鱗 茎

籍 気 ２ 壱の悩み 三

麟・鱗 鱒
外徽猷〕

童

離麟 ２

賓 血 王

纐眺壕 王

感艦 王

詩 荻 ５ ９ 具

８． 薮員のところに健康間題を相談にくる親の

有無

囎 談 しにく る親 がい る」 王２ 名、
「いな い」

３１名であった。相談を受けた敦員は担任学級の

有 無や 教科別 に 関わ らず、 既 婚者 添 ７８．３％ と多

く みられ た。相 談 内容 は 精神 面カ
ミ１１件 であ り、

身 体面は ６ 件で あっ た （表 ３）。

表３親の健康椙談内容と件数（重複園答）

身俸磁 繕繭 栓会酬 難関係

月 鰯窺・月経痛 ２ 掌鰍行き瀞らず 皇
書 に っている

のでま
三

持病蒲気 互 注歓るど鋤ふるう ２ 難 鱗 王

鵯のにり 互 燭関係 三

摂食障害 １
・事 えて｝

かつか 榊
三

体調 三 反糠 互

家族の人鯛係 １

饒の燃 １

詩 ６ ＩＩ ２

９． 健康 聞題 の 相談 を受 け た時、 困っ 危こ と の

有無

「生徒や親 が健康間題 の相 談に来て困った

こ とが あった」 添 １２名、
「ないヨ カミ２８名 で あ

っ た。 相談 を受 け て困 った ことカ
ミない 教員 は 教

貴 経験年 数王０年以 下 の者 添 幽．３％ と多 かっ 危。

音楽や養護担当者の１００％、 保健体育担当者の

脈 跳 に困った経験淡なかった。 具体的に困っ

危肉容は指導肉容や方法が魯件であり、 教員へ

のサポート体制の不十分さも挙 げられてい花

（表４）。

表尊 健康橘談醐こ困っ危ことの内蓉と件数（重複回答）

繕導肉容・芳法 労 野 体調の不午分さ

遼勧・亙繍 謝慾でき
減・自勧…ない

３ 銭 気 １
±曜 肋籏豪劉こ竃姦

で福籔され紀
三

具鉢的 働 談 できず 三 弱親の震係 ｉ
掛州あすなろ１二椙譲し
デも解決できず錨註

三

擾着で 鮫 いので籔定

釣な賜謝…できず
三
翻…子の葬を繋めない

親の 教 方
王
糞態 漣 潔するのｉ瀦

餓；がかる
：

隻湊緯尊土の閤懸 １

谷 ｕ ， 哨 て

遜遜Ｌ淀い銀時 繊１駁 Ｉ

計 ６ 畠 ｛

１０． 今 後、
「健康 教 育」 に関 す る 教材 ・テ キ ス

ト。研究会を必要と考完るか （表δ）

今後教材・研修会などを 「必要熊ある」 と考

完た教員は３２名、 泌 要がないＪ は１０名であ

った。 必 要と 考 えた教 員 は、 今 まで に健 康 教育

に関する研修会に参加 していない者が ７ｍ ％

と多 かっ た。 教員 経験 年 数 １０ 年 以 下の 者 は、

８５．７％が 必 要で ある と考 完た。 音 楽や 技 衡・ 家

庭、理 科の 担当 看 ほ１００％、数 学担 当者 は８０．０％、

保 健 体 育 担当 者 は ７五．４眺 添 必 要 であ る と 考 え

て い た。 一 方、 必要 と 考えな い 教員 には研 修会

参力鉋経験者添 狙．４％もおり、 性教畜研修会や健

康教育発表 や授業発 表を体験 した者頒含まれ

て い た
。

今後必要な健康教育のテキス ト・教材の硬冒

として 喰 生活」に関するものが１４件と多く、

唯 教 剤 ６件、
「メ ンタ ル 繭 ５ 件 であっ た。

内容提示方法に関しても １０ 件あり、 申学生頒

理解 しやすいように 事例 をもとに自ら頒考え

る提示方法や図・絵を交えわかりやすい文章で

書かれたもの淋望まれている。 指導計画案の一

貧と して 望む 者 もい た。

今後 必要な健康教育の研修会の 内容と して

研修項圏は１７件挙げられ、 そのうち
ｒ食生 潮

と 「メ ンタ ル 面」 が各 ５ 件で あっ た （表６）。 研

修会 の具体的開催方法と して箏例研究や 具体

的テー マで話 し合いたいことな どが挙 げられ

てい危。 研修項目と開催方法の両方に 肋 ウン

セ リ ン グー へ の関 心カ 塙 か った臼



表δ 「縫康敦育」に関する必要なテキストと教材の
内容・件数（重複回答）
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教 桑性との交友
の 健 康 教 育は 正 常 な 家 庭 生 活 の 上 に 成 立す る

王
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の
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環境 に関して １

人聞閨係（友人関係含む） ３
表７ 「健 康 教 育」に 関して 気 付 い た 内 容・件 数

人の生き方 ２
（重複 回答）
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を図・絵・労 かりやすい 文章で書 いてある物
精
恩 春 期 ほ 禽 譲 溌 芽 生 える蒔 期 だ か、最 近 の 生

董 物製晶 内容を握 亦した台所 におけるチェックリ
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王
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王

、 Ｉ
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社

董 会
清 穀（縫 蓄・テンビ）の 氾 濤 で、生 徒 雅 正 しい 知

護 を理 鰯できにくく、 判 断し ずらい
王 王

教姦
材覚
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王
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表６ ｒ健 康 教 育」に 関 す る必 要 な 研 修 会 の 体
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親の教育方湊 ２
本研究では大東町公並中学校教員の９割以上

生捷と語る場を設ける ユ は、 生 徒 の縫康 闇題 に 何ら かの 閤題カ靖 ると 意

開 カウンセフーとの 事例 研 惨 会 ２

催 事例研究会 ２
識 してい た、 そ の 健康 間題 につ いて 生徒 添困 っ

方 鱈 康 籔 育 の 中 で 具 体 的テー マを 分け、蓄書し合
一

．・

８
王

法
た り 悩 ん で い る で あ ろ う と 予 測 した 内 容 は、

宥織番の語・
１
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すぐに敢り綬ぬる授業

「友人 付 き合 いカミ下手」 や 喀 姿に関 する こと」、
１
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表６ ｒ健康教育」に関する必要な研修会の
内容・件数（重複回答）

王１． そ の弛、 健 康教 育と して 気村 いた 点と して

縫康教育と して気付いた 点の自由 記迩から

は、 身 体面 の う ち食 に 関 す る内 容 淡 多 かっ 危。

精神面で は翼代の生徒の規 範欠如 に触れてい

る も の添 あ っ た （表 ７）。 体 糊 と して、 養 護 教

諭の複数化およ び授業への積 極的参加 を望む

ことが挙げられ、 さらに健康教育の研修会に積

極 的 に 参痂 し なカミらも テ ー マカミ流 行 ごと に 移

り自己の 申でも完結 しきれ ない勇場での苦労

が 語 られて い危。
一方、 身体面や体制の両方の項目で、 学校で

の健康教 育は正常な家庭生活の 上に成立す る

と考えている教員も多く、 家庭との連携を示唆

して い た
。

表７ 「健 康 教育」に 関して気 付いた内 容・件 数

（重複 回答）

π． 考 察

本研究では大東町公並中学校教員の９割以上

は、 生徒の縫康闇題に何らかの閤題カ靖 ると意

識していた、 その健康間題について生徒添困っ

た り 悩 ん で い る で あ ろ う と 予 測 した 内 容 は、
「友人付き合いカミ下手」や 喀 姿に関すること」、
「感情の揺れ」、 襯 との関係ｊ、 憾 愛関係」 な

ど思春期 特有の一般的 な健康聞題に着眼 して

い だ、
ｒ学 校 に行 き 危く ない」 や ｒ身 体 の発 育

の早い遅いなどの偶人差」、 唯 体験」 などの生

徒偶人の深層心理的な健康 間題を挙げた教員

はむ しろ少 なかっ た。 これ は、 本調 査 の質聞 紙

が これ らの 設闘 選 択 を 一つ に 限 局 し危 た め に、



一般的な健康問題を選んだ 教員然 多かっ 危の

であ ろう と推 測さ 把 る。 し か し、 設 閥内 容１こよ

ってば 賊 績や進路の不安ｊ と園答 したの淋学

級担任に多くみられ危り、 既婚者のみに 繭 親

のけんか」 を挙げる者がみら杓危りと教員の背

景と 何ら かの 影響 添 ある項 員 もあっ 淀。

生徒の健 康閥 題への対処法については複数

圓答を求め危結果か、 教員の回答１こ憧差淡やや

み られ た。 女性 教員 は対 処 法と して、
竈メ ー ル

や携藩電話で友人と誘 している」 を選ぶ者淋や

や多く、 男佳教員は 離 にも相談できず一人で

悩んでいるＪ や ｒじっと我慢 している パ 家族

に 八つ 当た り し危り、 反 抗 してい る一 を選 んで

い た。 ま た、 敦員 経験 年 薮 によっ ても 異な って

い危臼 入手したがっている熱識や情報にも教員

の性差肺ややみられ、 女性教員は 吠 間関 鰯

や Ｆボーイフ レンドやガールフレン ドとの付き

合い方」 を選ぶ春淡多く、 男性教員は
「ダイエ

ヅト」 や 唯 交・避妊」 を選ぶ者がみらね幅広

い回答であった。 さらに保健体育担当者は生徒

の入手し花がっている痴識や情報として 「ダイ

エヅトｊ の回答 を選ぶ者淡多くみられ校種別紀

よる違いも歩し勇れていた。 生徒の健康間題の

相談先と しては、 男佳教員カ
汀 養護薮 諭 を挙

ば、 保健体育や養護担当者は医療系の専門職種

を選 ん でいな か った臼

実際の相譲状況としては、 生徒や親から健康

闇題を相談され危教員添約 ３割以土おり、 生徒

の稿 談を受けた教員と して は学級担任や女僅

教員、 保健体育担当者に多くみられた。 親から

の相談を受 けた教員ば既婚者が多かった。 その

申で、生徒の健康閥題の相譲内蓉は 明 縄 膵

調 μ身到 などに関する身体面が圧倒的に多

く、 その
一方で 親からの相談内容では 障 校

に行きたがらず」 などの精神面に関するものが

多 かっ 淀。 これ らの 結果 は、 生徒 や親 が どのよ

うな 醐こ教員に穂談 をもちかけているのか状

況によっ てもその相 談内容に相違添でてく る

ものと推測される。 親からの柏談を受けた教員

の申には、 不登校気味の生徒を連れてくる際に

福談を受けた者もい危。 さらに椙談を受けた際

の指導内容や方法およ び体糊の不十分さに困

っ 危ケー ス も存 在 し淀臼

こうし危申学校の現状で、 今後の健康闇題に

関する教材・研修会を必要と考えている教師秘

約 ８割 と多 か った。 翻こ、 テ キス トや 教材 に望

む項員としては 喰生潮 腱教育」 に関する

ものが多く、 提示方法としては
「申学生が理解

しやすいように 事例 を交 完自ら淡考完られる

教 椀 や 聰 ・絵を交完るもの」 が多かっ危む
これ ら今後 に 望 まれ てい るテ キス ト・ 教材 から

は、 健康問題に対拠する際の現場教育の しづら

さ添伺 完 る内 容 でも あっ 危箒

今後必要と考完られている研修会でも、 カウ

ンセラ ーの事例を闘き危いな ど具体的 な健康

闇題 への対処法を教員自身カ§望 んでいる こと

あ粉 った。 さらに今後、 健康闇題に関する研修

会に参カ叱 花い教員は圧倒的に 教員経 験年 数

１０牢以下の者に多く、参カ昧 経験者ゆえの必要

牲の自覚や自 信のなさ熊その背景にあるもの

と推測される。 その反面、 研修会参加の実績を

もつ教師の逃割以上淋今後の研修会参加への意

欲カミ低いのは、 事例研究などに富んだ研修会添

開催さ加ている一方で、 理論気味になり具体性

に欠けた内容 で展開 されている研修会然ある

の では ない かと 推測 さ れる。 ま 危、 近年の 青少

牢を取り巻く環 境の急激な変化から取り上 ば

られるテーマが年々変化 し、 教員自身も現場で

のその場 しの ぎの対 処に追われている葛藤崩

推測 さ れた。

Ｖ． おわ りに

大東町の申学生の健康聞題に関 しては、 生徒

の実態 を鱈々の 教員がそ の背景に添 ｃな躯ら

把握していく とともに、 学校の教員だけの対応

にと どまらず家庭や地 域杜会 のそ れぞ牝が機

能 を発 揮 し有機的連携 を保 ちな茄ら具俸性を

籍 びた 対麻 が求められていることが明 らがに

な っ 危白

今後、 本調査繕果を基１こし、 保護者への調査

を含 め危フィ ール ド調査等も重ねて実施 し、 生

徒や教 員および飽域の二一 ズに あっ た健 康教

育馨発捷進のた めの施策を検討 していきたい，
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